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134．小原山興法寺跡134．小原山興法寺跡

194．菅城跡194．菅城跡
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佐屋利遺跡
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　佐屋利遺跡は、竹野川右岸の
丘陵上に位置する遺跡です。
　これまでの調査で、弥生時代
のムラや平安時代末～鎌倉時代
の荘園領主の屋敷とみられる遺
構が見つかっています。
　今年度の調査では、戦国時代
の領主居館のものとみられる幅
約８ｍ、深さ約６ｍの巨大な堀
が見つかりました。

　佐屋利遺跡は、竹野川右岸の
丘陵先端に位置する遺跡です。
　これまでの調査で、弥生時代
のムラや平安時代末～鎌倉時代
の荘園領主の屋敷とみられる遺
構が見つかっています。
　今年度の調査では、戦国時代
の領主居館のものとみられる幅
８ｍ以上、深さ約６ｍの巨大な
堀が見つかりました。

佐屋利遺跡（第３次調査）佐屋利遺跡（第３次調査）
調査遺跡　佐屋利遺跡
調査場所　京都府京丹後市峰山町荒山
調査期間　令和５年６月19日～令和５年11月上旬（予定）
調査機関　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
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調査場所　京都府京丹後市峰山町荒山
調査期間　令和５年６月19日～令和５年11月上旬（予定）
調査機関　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

　まとめ
　今回の調査では、15世紀の後半頃に掘ら
れ、16世紀末頃に人為的に埋められた戦国時
代の巨大な堀を発見しました。
　見つかった堀の規模が非常に大きいこと、
堀の北東側に隣接して「茜屋敷」の小字が残
ること、楽焼が出土していることを考える
と、この堀は、丹後一色氏家中の有力者の居
館に伴うものと考えられます。
　この堀が掘られた背景としては、この時
期、守護一色氏の家臣団の勢力争いと若狭武
田氏の丹後侵攻により、丹後国が不安定な情
勢となっていたことが考えられます。
　堀が埋められた時期は、織田信長の命を受
けた惟任（明智）光秀、長岡（細川）忠興が丹波・丹後に侵攻する時期にあたります。天正10年
（1582）の本能寺の変の後、一色五郎が長岡忠興に宮津城で殺されたことを契機に、丹後一色氏
は滅亡します。
　堀が大量の土砂で人為的に埋められていることは、天正10年の丹後一色氏滅亡後に行われた細
川氏による城割り（破却）の実態を示すものである可能性が考えられます。
　この時期の丹後の城館遺跡には、山城が数多く知られていますが、今回の発見で、地表面には
痕跡が残されていない平地居館も営まれていたことがわかったことも大きな成果です。

京埋セ現地説明会資料23-3
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楽焼：千利休の侘び茶の嗜好を反映して、手づくね
で成形し、小規模な窯で焼かれた陶器。

さ　　　や　　　り

写真４ 楽焼（黒楽茶碗）

第２図 佐屋利遺跡と周辺の中世城館跡

表紙写真：佐屋利遺跡７区全景（東から）

（『京都府中世城館跡調査報告書』第１冊に加筆）
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